
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
市
営
ガ
ス
の
多
額
の
利
益

を
市
民
生
活
に
還
元
せ
よ 

塚
本
正
弘 

市
議  

 

大
津
市
営
ガ
ス
事
業
で
は
、
昨
年

度
も
８
億
６
千
万
円
の
黒
字
と
な

り
、
今
年
３
月
末
で
は
130
億
円
に

の
ぼ
る
現
金
・
預
金
や
有
価
証
券

を
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
市

民
生
活
に
還
元
で
き
な
い
か
、
塚

本
市
議
は
追
及
し
ま
し
た
。 

 

塚
本
：
黒
字
は
需
要
拡
大
や
原
価

に
連
動
し
た
料
金
体
系
な
ど
に

よ
る
も
の
だ
が
、
く
ら
し
が
大

変
な
い
ま
、
多
額
の
内
部
留
保

を
市
民
生
活
に
活
か
す
た
め

に
、
料
金
値
下
げ
を
お
こ
な
う

こ
と
、
さ
ら
に
昨
年
値
上
げ
を

し
た
上
下
水
道
事
業
な
ど
の
市

民
負
担
軽
減
の
た
め
に
使
う
こ

と
、
ま
た
一
般
会
計
な
ど
へ
の

間
接
的
な
支
援
な
ど
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
弁
：
利
益
は
、
企
業
債
の
返
済
、

施
設
整
備
に
必
要
な
建
設
改
良

費
に
あ
て
、
内
部
留
保
は
ガ
ス

供
給
区
域
の
拡
大
や
老
朽
管
の

交
換
な
ど
の
安
全
対
策
に
使

う
。
そ
の
上
で
、
他
会
計
に
は
、

一
時
的
に
資
金
が
必
要
な
場
合

に
、
低
利
で
の
短
期
資
金
の
融

通
を
し
て
い
る
。 

塚
本
：
引
き
続
き
市
民
生

活
へ
有
効
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
検
討
を
求

め
た
い
。 

 

そ
の
他
、
●
議
員
定

数
、
●
競
輪
事
業
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。 

国
保
料
の
減
免
を 

命
と
健
康
を
守
る
国
保
へ 

杉
浦
と
も
子 

市
議 

 

 

６
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
６
月
定
例
市
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
政
で
の
「
民
主
党
へ
の
が
っ
か
り
感
」
が
強
ま
る
中
、
日
本
共
産
党
大

津
市
議
団
は
、
大
津
市
を
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
防
波
堤
に
と
奮
闘
中
。 

 

６
月
議
会
の
一
般
質
問
、
議
案
に
つ
い
て
速
報
を
お
届
け
し
ま
す
！ 

有
料
化
あ
り
き
で
な
く 

効
果
的
な
ご
み
対
策
を 

岸
本
の
り
子 
市
議 

  

岸
本
：
ご
み
減
量
に
関
心
は
あ
っ

て
も
、
方
法
や
市
の
施
策
の
周

知
が
不
十
分
と
感
じ
て
い
る
市

民
が
多
い
。
有
料
化
で
は
な
く
、

市
民
と
の
協
働
で
減
量
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
？ 

答
弁
：
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し

て
い
た
た
め
、
継
続
的
な
情
報

発
信
や
分
別
な
ど
の
周
知
に
努

め
る
。 

 

岸
本
：
生
ゴ
ミ
減
量
の
た
め
に
、

コ
ン
ポ
ス
ト
に
も
補
助
金
を
出

す
べ
き
で
は
？ 

答
弁
：
モ
デ
ル
地
域
を
設
定
し
て

市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
き

た
い
。 

 

岸
本
：
事
業
系
ゴ
ミ
の
分
別
・
資

源
化
の
今
後
の
対
策
は
？ 

答
弁
：
９
月
を
目
途
に
、
モ
デ
ル

事
業
者
の
選
定
を
行
い
実
施
し

て
い
く
。 

←裏面に続く。 

 

そ
の
他
、
●
中
学
校
給
食
の
実

施
、
●
弁
当
を
持
参
す
る
中
学
生

や
保
護
者
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。 

 

 

国
民
健
康
保
険
を
め

ぐ
り
、
本
来
命
を
守
る

べ
き
医
療
保
険
の
負
担

が
重
く
て
、
医
者
に
も

か
か
れ
な
い
と
い
う
事

態
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。 経

済
的
な
理
由
で
受

診
が
遅
れ
命
が
奪
わ
れ

る
こ
と
も
全
国
で
起
こ

っ
て
お
り
、
大
津
市
が

市
民
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
に
国
保
事
業
を

改
善
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

杉
浦
：
保
険
料
を
払
い
た
く
て
も

払
え
な
い
滞
納
世
帯
へ
の
対
応

は
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え

て
い
る
の
か
、
市
の
見
解
は
。 

答
弁
：
市
は
「
負
債
の
取
立
て
」

で
は
な
く
、
事
情
を
よ
く
聞
き
、

納
付
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
相

談
を
行
っ
て
い
る
。
と
き
に
は

生
活
保
護
や
社
会
福
祉
協
議
会

の
相
談
窓
口
や
多
重
債
務
の
法

律
相
談
を
紹
介
し
て
い
る
。
短

期
証
の
交
付
は
、
休
日
に
も
相

談
日
の
設
定
を
し
て
い
る
。
し

か
し
正
当
な
理
由
な
く
約
束
を

履
行
し
な
い
世
帯
に
は
、
預
貯

金
等
の
調
査
を
徹
底
し
、
差
し

押
さ
え
を
行
っ
て
い
る
。 

 

杉
浦
：
低
所
得
者
へ
の
対
策
と
併

せ
て
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

求
め
る
が
、
市
と
し
て
の
保
険

料
の
引
き
下
げ
の
意
向
は
。 



 

   

 

 

 

←表面も見てね。 

 ６月議会には、市長提案で大津市議会の

議員定数削減議案が提出されました。 

 チェックを受ける側が、チェックする側

の人数を減らせというのは二元代表制の

原則に違反するものですが、６月議会の質

疑を通して、市長の提案に大きな問題があ

ることが明らかになりました。 

 市長は「４議席減らせば他の中核都市の

平均議員数と同じぐらいになる」と言いま

す。しかし、市民の声を代弁する議員数は

た
と
言
え
そ
う
で
す
。 

 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り

13
億
３
千
万
円
の
経
費
節
減
、
浜
大

津
保
育
園
で
は
４
年
間
で
２
，
８
０

０
万
円
の
人
件
費
を
節
減
し
た
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
「
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
を
作
ら
な
い
た

め
に
、
公
契
約
条
例
の
必
要
性
も
提

起
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
●
恒
久
平
和
都
市
宣
言

の
実
践
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

他都市との比較ではなく、大津市の特性な

どを検討し、市民の声がしっかり届く数に

すべきではないでしょうか。 

 また、「財政が厳しいから」という理由

も、多額のためこみをしている大企業への

工場建設補助金を５年で約６億円も投じ

るようなムダ遣いにメスをいれずにいて

は空虚なものです。 

 大津市議会では、４年前に合併を踏まえ

て今の定数を決めたばかりです。この間、

実
施
か
ら
５
年 

指
定
管
理
者
制
度
を
問
う 

八
木
修 

市
議 

 
 

八
木
修
議
員
は
、
制
度
発
足
５

年
に
な
る
指
定
管
理
者
制
度
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

大
津
市
で
は
国
の
方
針
に
従
っ

て
現
在
で
は
、
85
の
施
設
を
24
の

事
業
者
に
管
理
さ
せ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
内
訳
を
見
て
み
る
と

85
施
設
の
内
64
施
設
、
75
％
は

市
の
外
郭
団
体
（
社
会
福
祉
協
会
、

社
会
福
祉
事
業
団
な
ど
）
や
市
の

影
響
の
及
ぶ
団
体
、
公
的
団
体
が

指
定
さ
れ
、
ま
た
11
施
設
は
非
公

募
で
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
は

鳴
り
物
入
り
で
制
度
を
作
り
ま
し

た
が
、
大
津
市
は
慎
重
に
対
応
し

障
が
い
者
の
当
た
り
前
の
生
活
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
に 

石
黒
か
づ
子 

市
議 

  

石
黒
：
市
町
村
ご
と
で
事
業
内
容
が
決
定
さ

れ
る
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
の
利
用
者

負
担
に
つ
い
て
、
非
課
税
世
帯
は
無
料
化

に
す
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え
は
。 

答
弁
：
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
１
割
負
担
の

と
こ
ろ
、
創
設
時
か
ら
課
税
世
帯
も
含
め

他
の
自
治
体
の
半
額
と
し
、
負
担
軽
減
に

努
力
し
て
き
た
。
今
年
は
国
の
補
助
金
も

減
ら
さ
れ
た
。
財
政
も
厳
し
い
た
め
、
無

料
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
。 

石
黒
：
金
額
が
安
い
か
ら
い
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
障
害
者
自
立
支
援
法
が
で
き

て
か
ら
、「
障
害
を
個
人
や
家
族
の
責
任

に
し
な
い
で
ほ
し
い
」「
生
き
る
こ
と
の

権
利
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
い
続
け
て

き
た
。 

非
課
税
世
帯
を
無
料
に
し
た
場
合
、
大

津
市
の
新
た
な
負
担
額
は
５
０
０
万
〜

６
０
０
万
円
。
こ
の
額
で
あ
れ
ば
、
無
料

に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
湖
南
市
は

４
月
か
ら
実
施
、
他
の
自
治
体
も
前
向
き

に
検
討
し
て
い
る
。 

福
祉
先
進
都
市
と
い
わ
れ
る
大
津
市

な
ら
、
応
益
負
担
撤
廃
の
精
神
に
沿
っ
て

移
動
支
援
事
業
の
非
課
税
世
帯
の
無
料

化
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
、
●
地
域
公
共
交
通
、
●
大
津
駅

前
の
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。 

地
デ
ジ
化
―
― 

テ
レ
ビ
難
民
を
生
ま
な
い
施
策
を 

佐
々
木
し
ょ
う
い
ち 

市
議 

 

来
年
７
月
24
日
、
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ

停
波
が
近
づ
く
中
、
佐
々
木
市
議
は
、
市
民

負
担
の
軽
減
と
テ
レ
ビ
難
民
を
一
人
も
生

み
出
さ
な
い
こ
と
を
求
め
て
、
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。 

 

質
問
の
中
で
、
普
及
は
ま
だ
80
％
台
、

以
前
か
ら
の
難
視
聴
対
策
も
未
完
了
、
新
た

な
難
視
聴
地
域
も
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
強
引
な
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
っ
て
経
済
的
負
担
を
強
い
ら

れ
る
の
み
で
な
く
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
た
ち
・
テ
レ
ビ
難
民
が
大
量
に
生
み
出

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

佐
々
木
市
議
は
、
大
津
市
は
国
に
対
し
て

「
原
因
者
責
任
」
を
追
及
す
る
こ
と
、
同
時

に
市
民
に
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
地
域
の

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
事
情
を
把
握
し
て
、
支

援
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
●
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。 

←
「
移
動
支
援
」
車
両
と
石
黒
市
議 

答
弁
：
平
成
22
年
度
は
可
能
な
限
り
保
険

料
を
抑
え
、
低
所
得
者
に
は
実
質
的
な
引

き
下
げ
と
な
っ
た
。
増
え
続
け
る
医
療
費

に
財
源
が
追
い
つ
か
な
い
な
ど
国
保
事

業
は
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、将

来
を
見
据
え
た
改
革
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
国
に
対
し
て
今
後
も
財
政
基
盤
対

策
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。 

 

クによって断念に追い込まれました。その

腹いせか、市長は議員に対して「取り消し」

や「謝罪」をしなければならないような発

言をくり返しています。 

市民の目線で市長の

暴走をチェックする議

員は、少ないほどよい

わけではありません。 

市長が提案してきた庁舎建設や

姉妹都市提携は、議会のチェッ


